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北部ふれあい交流

センターの必要性

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習事業にユ

ースコースの開設

を 

 

 

 

（１）農業構造改善センターは、現在、生涯学習の部

門・高齢者の健康づくり等の活用がされている。将

来の人口構成より、菅谷に建設予定のふれあい交流

センターのほか、北部地区の人が利用しやすい拠点

施設として農業構造改善センターを北部ふれあい交

流センターとして設置する必要がある。町長は、６

月定例会での質問で、人口減が予測されるなか、新

たに職員の増員は難しいという答弁であった。機構

改革にあたっては、職員配置と共に北部地区住民が

利用しやすく、北部のもつ独自の伝承文化が継続で

き、課題解決のための拠点施設が必要である。デマ

ンド交通も北部地区の拠点施設を設置したなかで、

コースづくりが望ましい。 東松山市では、公民館・

集会所を市民活動センターに改正し、出張所機能と

生涯学習機能を兼ね備えた施設に改正している。地

域の課題解決のための地域協議会の設置も含め必要

な施策である。再度考え方を聞く。（答弁書不要） 

（２）七郷小体育館の改修設計には、幼児・高齢者・

車椅子の方も利用できるよう、トイレ、更衣室を付

設し、学校施設だが農業構造改善センターと併合し

た総合体育館として活用できる方向を。(答弁書不要) 

  

嵐山町に公立高校がなく若い人の育成に関わること

が 出来にくいが、若者と嵐山町の接点を作る必要が

ある。以前、成人式の企画の取組からという答弁をい

ただいた。ローカルでかつグローバルな課題を学校と

は異なる場で若い人が企画・学習する青年塾的発想の

講座の設置が必要である。考え方を聞く。（答弁書不要） 
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